




























































 ３，講 演 会
　公共施設を用いた文化振興としての一面に
留意し，日本を代表する自動車評論家「小林
彰太郎」氏を招聘した。小林氏は初代カーグ
ラフィックス誌の初代編集長として知られる。
 ４，協賛企業関係のイベント
　運営費用の大半は上記のタイムラリー・旧
車展示参加者からの参加費用で賄われる。そ
のために参加者に対して多くの記念品や景品
の準備が求められた。そこで県内外の企業へ
の協力を求めるとともに，協賛企業の展示や
営業のために会場内で簡易ブースの設置など
の便宜を図った。
「車文化としての地域振興イベント」
～金津創作の森におけるフレンチトーストピクニック13年開催の歩み～
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フレンチトーストピクニックの継続運営
　第一回フレンチトーストピクニック開催は
同年５月21日で，当日は天候にも恵まれ，会
場であった創作森美術館開館以来，最大級の
入場者が集まったと考えられた。参加者から
の聞き取りやスタッフ側からの意見も概ね好
評であり，圧倒的な来場者数や地域振興の意
義が評価され，以降の毎年開催が第一回の終
了直後に決定された。
　現在，フレンチトーストピクニックは連続
13年間開催されてきた。同様のイベントが数
回を待たず中止される場合が多いが，本イベ
ントの場合には参加有志の多くが地域に密接
しており，また連続して参加する者が多く，
連続開催による経験の蓄積と体制改善の面で
有利に働いている。
　また運営委員は基本的に無給であるが，委
員自身が車両文化への理解が深く，その結果
イベント参加者同様に，開催への期待と充実
感があり，積極的な参加が誘引されている。
　費用の面では，現在でも最低限の行政支援
のみで運営が継続されており，商業的な反目
による中止を避ける要因と考えられる。また
第一回から実行委員長を務める伊藤憲治氏
（現株式会社金津技研代表取締役社長）をは
じめとする中核スタッフの献身も重要である。
この様に当地での同類イベントが無く，経済
的に自立し，運営に精通した積極的な委員に
支えられた地域振興イベントは，規模を拡大
しつつ来年度以降の開催が計画されている。
　しかしながら継続開催を通じて幾つかの課
題も認められる。特に急増した来場者への対
応である。既に施設に隣接した駐車場だけで
は来場車両の収納は不可能な状況であり，臨
時の駐車場を設けてシャトルバスの運行を市
に依頼し対応している。
　また参加者数が増加するとともに，遠方地
からの参加者・来場者も増え続けている。継
続的な開催による周知が進んだ結果であり，
地元の温泉街への宿泊客の増加といった成果
も現れている（イベントと連動した宿泊プラ
ンの設定も実施されるようになった）。
　一方でタイムラリーの参加台数増加によっ
て，開催時間が延長され，これは遠方参加者
にとっては負担増となった。また来場者の増
加によって講演会場への来場者収容にも問題
が生じてきた。そこで現在では会場屋内での
講演会は行わず，替わって屋外の旧車展示会
場でのゲストトークを実施している。これは
最も大きな行事変更である。
おわりに
　当該地域の様に住民が少なく，金沢市内か
ら約一時間，名古屋・京都市内からは約三時
間という立地にあって，僅かな予算と限られ
た有志の協力で10年以上に渡って数千人規模
のイベントを継続できたことは，美術館・施
設の有効活用だけでなく，地域全体へ波及と
活性化との視点からも注目に値する。
　現在では，旧車（特にクラシックカーと呼
称される戦前の車両）の同乗走行会も実施さ
れ，これは年少から壮年まで参加者に好評で
あり，文化遺産の学習体験の機会とも考えら
れる。希少車の実走行を含めた展示は注目さ
れ，雑誌や新聞，テレビの取材も増えた。こ
の様に北陸地域の車文化を全国に伝え，活気
ある交流の場として，地域振興の舞台として，
その存在が知られつつある。
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